
2025年1月30日 認定NPO法人北海道NPOファンド

2020-2024 休眠預金活用事業で目指すもの、得たもの



▶概要
・市民寄付をNPOに助成するNPOとして25年500件に及ぶ北海道の市民活動助成の実
績。総額1億7千万円。
・2017年より「北のNPO基金」として再編
・事業指定型寄付助成プログラムの開発/3年間で4度の休眠預金助成事業資金分配団体
・全国コミュニティ財団協会、全国レガシーギフト協会正会員として全国の地域財団と連携。

▶特徴
・多彩な役員構成 ：学識者、福祉/事業型NPO、協同組合、弁護士、税理士など
・選定委員会：基金ごとに任命される延べ50人の選定委員、多様なメンバーとほぼ1：1の
ジェンダーバランス。
・コロナ禍対応 ：3回にわたるコロナ対策助成を実施

地域のコロナ禍の影響や実行団体の課題を把握
・災害対応-東日本大震災、胆振東部地震などで支援金助成実績



北海道NPOファンド休眠預金助成事業の展開像

高校生以上の若者の主体性を
地域に活かす

小中学生の主体性を引き
出し、地域格差の解消

20年度通常枠 2１年度通常枠

社会的居場所の維持と創出で、新
たなつながりと担い手をつくる

20年度緊急枠

社会的居場所のアップグレード。
LGBTQの暮らしと働き方の支
援拠点づくり

2２年度通常枠

地域の多機関連携により、地域住民
の自発性を活かして、強みを活かし
た事業プロジェクト創出と、住みよい
地域の両立を目指す

これから目指したいこと

地方において、子ども若者の主体性を引き出し活かす、人口減少社会への取り組みと、社
会的居場所の質(機能)と量(数)の向上により、非常時に強く、困難者を見捨てない地域
社会を目指しています。

3

24年度緊急枠

親サポ×就労プロジェクト
物価高などを背景にした、
困難を抱えた親子への支援



株式会社
コエルワ
(上川、美
幌他)

2020年度、21年度の資金分配事業は、子ども若者を対象として、一体的なものとして実施



https://www.youtube.com/watch?v=pxM1PaaN414

2024.12.9には、チャンス・フォー・チルドレンの今井悠介さんをお招きして、
経済的格差と地域格差について考えました。

動画はこちらで公開中です

https://www.youtube.com/watch?v=pxM1PaaN414


評価項目/達成度 1 2 3 4：ゴール

1.構成メンバーの適切性。多
様かつオープンであり、なお
かつ事業の発展にとって適

切である。

形成された当初の状
態。

事業と関連性のある
メンバー構成である。

連携体制のメンバー構成
が多様である（例示、住
民、生産者、高齢者団体

など）

事業を地域で実施するにあたって重
要なメンバーが含まれているといえ、
かつ連携体制の出入りはオープンで

ある。

2.連携体制の目的の共有レ
ベル

構成メンバーとなった
にとどまる。

目的が理解されてい
る

連携体制の目的につい
て共有と議論が行われ

ている。

構成メンバーが、連携体制の目的を
他に伝えられる。

3.連携体制の持続レベル
事業の仕様上つくるこ
とは理解している

実行団体が連携体制
の必要性を認識して

いる

事業の関係者が連携体
制の必要性を認識して

いる

連携体制が地元で必要性を認識さ
れている。

4.連携体制の活動レベル
助成事業と関連する
活動が大半である。

連携体制としての活
動が計画されている

活動を実施している。

連携体制として実施する活動が、本
事業の目的にかなっており、計画的
に実施されているものだけでなく、
構成メンバーの発議による新たな活

動が生まれている

2020／21年度事業で用いた地域連携体制ルーブリック

休眠預金助成の特徴：自己評価の取り組みの一例







休眠預金助成が当団体にもたらしたもの

・（助成の質向上）社会課題を絞った助成を実施できている。従来当会はNPO分
野の下支えが目的の助成を中心に行なっていた

・（担い手となる団体が多様に）株式会社、商工会など、従来の当会の助成の対
象ではなかった新たな社会課題解決の担い手を選定できた

・（アウトリーチ）広域な北海道において公募を行ない、新たな助成事業を周知
するなかで、これまで当会と接点のない地域・団体に助成することができた
・（団体内人材育成）合計4度の資金分配において、中堅・若手世代のPOを延べ
10人超採用できた

・（連携体制の強まり）北海道内において中間支援団体同士の連携が動き出した
り、他県の資金分配団体や助成財団と接点ができた



これからの休眠預金助成制度に望みたいこと

・（初期のコンセプトの堅持）イノベーションや制度の狭間にある対象者、社会
的インパクト評価を組み込んだ事業実施体制などの主要なコンセプトは維持、向
上させていただきたい。

・（これまでの蓄積を反映した審査体制）資金分配団体選考の視点に、これま
での評価報告などを漸次フィードバックして、視点を豊かに（草の根枠には草の
根にふさわしいイノベーションや地域・対象者の変化がないかなど）多様にして
いただきたい。
・（戦略的な人材育成）本制度実施により、多くのプログラムオフィサー(助成
事業担当者)と事業実施側の担当者が輩出される。彼らは地域におけるキーパー

ソン足り得る人材だと考えられるため、彼らの能力向上や人脈が広がるような研
修・交流機会をつくっていただくことを期待したい。



地域の担い手を増やすために望むこと (人材育成以外)

1. 地域の資金分配団体単独では難しい、地域間の関係作りへの助言や支援
(特定地域と分野の活動を他地域へ普及するときに、受け手となるような
資金分配団体とのつなぎや場づくりの支援）

2. PO人件費・活動費の現行水準の堅持

申請事業の出口戦略にしばしば地元企業や行政との連携を挙げるけれども、そうそう
思ったように進まないことも多い。他地域の成功例をうまく活用できると、関係者の
認識が変化して物事が動き出すことがあるので、それを促進していただきたい。そう
したことの結果として県域を越えた連携体制ができると、社会変革の力になるのでは
ないかと思う。



2025年1月30日 認定NPO法人北海道NPOファンド

2020-2024 休眠預金活用事業で目指すもの、得たもの


